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優換基聞の共鳴を漣断寸る為El光堅牢度が大となり，又

ダイレクトブルー2熟誘導体の爽験結果より分るように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s）
吸収常が長波畏に移動することが知られている。そこで

吾れ吾れは直接染料型として，この11　t＝ランチソ系の染

料蜷択砿灘を減ずる為め，一・sルフホ，／基の代りに　染料1

カルボオキシル基を有するものと，一・一般に有機顔料の原

料として水溶1性の少いナフタリン系のβモノスルフホソ

塞1ケを有する丁酸を用いで二…三染料を合成1ノ染芭性を

しらべた。

　　　　　　　　　緒　言　，　　　法畿（欝翰欝鷺曽麟：蒲騰、器

　合成繊維の中縛にポリヴイニール張のピニr7ンヒよ塾的　　　合成した。

性溺乏しいが，U“　＝　t：ソ1よ…般にOH蓑溝とOH離のホル　　　撫1ヒシアスルの3鯨雛雄剛｛子は反ル渕lllに欝みモのう

マル化された藤をもつているので木綿と酷酸入叢｝臓両方　　ち1個はぴ’cβ1寸1丘で，他の1鰍“；40°c附1玩で，鵬り⑳矧ll

の染色髄もつもの拷え昧る・そ才L姻勲畏く染　1”コ：9°・c附幣諮易に理・・γ・レ・一・・ζ物瀧・螺

色する直核i染料に1ノで目．醜酸人絹を良く染邑する分散型　　　と反応する。

染料のものがビニ四ソを良く染触するものと考えられ　　　　その一般隣造i’〈’はつぎのようである。

る。一般に直接染料の中！・リアジン環を有するクロラソ　　　　　　　　　Aご

チン系の染料は日光堅牢度嵐好にしで優良なる染料なる　　　　　　　1

叢難灘撫誌灘慧繍蕉誰雫　・へN　煽撫競罧・
リアジソ環を有するものが多数発毘されて噛来た。これは　　　　　　　il　　　　i

藁弊響鵬霧二警饗想急、竃麟　Ar－一　C＞C『A・

合　成　法

　トリアジン環を導入する試薬である塩化シアヌルは次

の4樋の合成法が報告されているo即ち

　（t）青酸と塩素から直擾合・成する。

（2）剛・・チルと縣から餓謁。　　　染料2
　（3）シアヌル酸に五塩化燐を作用させる。

㈲アメリツドから合成する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　し2　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　染　料　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

瀟齢麟臆⊂〉卿1昼認’をか・プ　　　　　　NH，

�Jツプリソグしノ六二〇

構　　造　　式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　COOH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バHO　　Ai，　1－INtscz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　てシヤス硝勲合成し次いで庶塩化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11，3、。P°CH，，竺篇三灘羅翻留

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　昌　　　　　　　　　　2．染料1の合成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微粉：淑にしゾこ粍蓋fヒシ’アヌル0．9159　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0、005モル）を3gのアセトンにて溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lri｛　LO°cの；ik　50cc　堵虻力rlえ陶て：｛恩たもの

脳・後・…臆c1一〈二〉唱一N　鑑難鵬激凝繍見観
・をカツプリソグした。　　　　　　　　　　　　　　　　σ’Cにで滴下し団特に嵌艘ソ｛ダの1規驚液で副生する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩酸ぞナ中覇し，常にコンゴーレツド中性リト㌣ス酸附…に

　　　　　　　　　講　　造　　弍　　　　　　　　　　保ち，1特間にて滴下潅冬り，後1時聞単麗絆を継続する。

　　　　　　　　　／cミN、各㌶篇難轍｝灘糠1蕪

．C、　　N　N　　　　・にア・ノ・・チ・噸・8・（・，（）・…v）t・trm，Z．て・…で・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　SO3N6し　　　 3．染料2の含r戌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凸　　塩化・アーx・・L・・．・929を微駄とし・…水・・cc・・撒せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめ激しく欄搾しつつ之に丁酸i．25琶を0°6gの炭酸一tノー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダと水15ccで溶解し酢酸で巾1性としたものな滴下し岡時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C2　　　　　に副生する塩酸を中和す可く1Nの炭酸ソーダの溶液を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滴下してpHをコンゴーレツド中悔リトマス酸性に保つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滴下に1時闇を要し滴下1受1時聞半1綴絆する。この際ジ

』：　　　　c？　503N・？

A～HN⇔
　　　　　　　　　　（：㌧ε
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アゾ化試搬飯応の「酸がない署革を購遮錦2齢と　　　　艶騨鰍験
してアンスラニ制ル酸0．7gをアルコールにて｝容解せ“しめ

PH6．5とし液温を4伊cとして購1成分同様に滴下する。　　　染色法：被染物どしてビニロソ・アセテ…ト，木綿

第3にm7エニ〃ヂアミソ0．59を15・cの水にi獺した　縛Flい染1重轍糸虚撫こ対し2％・職鰐ヒ料の半分ffrictwソ

ものを86～90。cで加えPH　6～6．5とし3時闘擾li絆する。　　一グ20％液量30倍にて懸濁液准造り冷液より染め始め徐

後3～5。にまで冷却し，1。29の6ベソゾイルアミノ4　　　々に加熱t’て80°cで1時艮ll操作し染料を吸1区させ・て水洗

アミノ皿ギシレンを水4ccと20。B’・の堀俊9cc勧11えて　する。

ぬり，泥状とし，これに0．349の亜硝酸・！一ダな水4cc　　　田光堅牢度ニアクメ襯曲試験器に℃10時1誤臆｛射を行

に溶解したものを5％で徐々に曲加しっっ擬ぎ≦1…1、，ヨ　e一　　い色の変化を検査した。

ド澱粉紙でヂァゾ化の終点を確める，かくして禦たヂァ　　　洗濯堅牢度試験一〇・5％石鹸汁セで液蚤30倍にて90°cで15

ゾ化溶液を酸挫にでカツプリングさせる。カツプリソ〃“　　分処麗した慾の染料の脱藩度な検査1。た。

はヂアゾ化液を細流として1畳搾下徐々に加え添加後2時　　　　藻色状馳卵：顕微鏡試験を爽施し繊維のセクシヨソを作

間半綴搾する。次に反応物のPHを8位のアルカ畔liと　　　り染料の繊維1ノヨ部への澱雌伏態聴しらべた。

し，0．005モルの4ベンゾイルアミノ2，5ジメトギシアニ　　　　浸透i毫li及均染側三

リソのジアゾ化したものを3～5°cで細流としでカflえる

反応を促進するためピリジソを少量加える。3時閻アル　　　　　　　　　　　　　煉沖｝沖噛砥朽鮎

力喉にて麗糺腋放fftvで蝕繍え8…で1騰　　　　　　Ik・・燃？親・

　4．難3の鍼　　　　　　　　　　鐸ク刎吻％微
塩化・ア・…929・・．・・…レ）を・…水・・cc・｝1紛　　・，劣・・｝Z％男・繍

散せしめ激しく撮押しつつr　me1．25gt■O．　6gの炭酸ソe・・■

のを1蒔間かかつて滴下し副生する塩酸を1N炭酸ソー
ダで申和し常にコンゴーレツド申性リ！・マス酸挫どし滴　　　　ビsロソ布を6×18c櫛に切り颪径1　cmのガラス棒の・

下後塒聞半麟Pする。次いで温度噛ご菊。・とし搬成分　一端に上図の如く巻きつけ次の条件で染酎る・

の2－5一ヂク・ルアニリン0．819，（0，005モル）を熱湯にで　　染料10％磁　・5％・浴比1　・SO・80°・で

泥状とし更に熱湯を加え℃溶解したものをpH6，5とし滴　　　　　1時聞染色。

下にi時聞滴下後2時間麗搾する。此の間副生する塩酸　　　本試験の結果は染謄力と浸透力とを岡時に表鳳してい・

・を1N炭酸ソーグブ申和する。次に温度を90。cとし，2　　る即ち染蔵力の大ぎい糧第一層の染色濃度が大で浸透力「

卦叫一ク・一ルア＝VV（O．。OSモル）加え塒間擬搾　の大なる程鄭1聯＝層第…珊へより多く逮しているe

鵡諜繍急錨鑑濃鯉灘；　　試験結果
し，温度が10°c以上に上昇せぬ様にし欄絆しつつ亜硝酸　　　〔1｝染色性

ソ…　XO・359を水2ccに溶解したものを注加ナる20分で　　　　　　　　ゼエロソ　　アセテート　　　木綿

ジアゾ化が終る。このものに不溶解物がある特は1礁別し　　　染料　1　優　　　優　　　　　不良

酢酸ソーダO．6gを2ccの水に溶解したものを徐々に注加　　　染料　2　良好　　良好　　　　不良

してカツプリソグに有害な過剰の塩酸を中和する。これ　　　染料　3　　良好　　　良好　　　　不良

を0°～5・cでアルカリ・性にて・カツプリソグせしめる。　　　（2）潰透性及染藩惟

この際カツプリソグを容易にする為にピリヂンを加え　　　染料1ぽ椿に優秀でダィアセリトン，フアスト，ピユ

る。3時間麗絆し，1夜間放躍し食塩を加え80°cで30分　　　アー黄より秀れている。染料2，3は普通であるo

塩析する。放冷後濾過水洗乾燥するo澄色の粉宋染料を傳　　　　〔3）日光堅牢度，洗濯堅津優

た。かくしで傳た3種の染料臥何れも水に不溶解にして　　　染料3種共に良好であり洗濯堅牢度に於ては一緒に添

未だ結贔として得られぬ故分析を行わなかつた。　　　　　　附した布を欝色せず。
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　ぐ4）　i塾透状態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

染色3鰍に朗で　肱期されてし’た・　　　T・。direc、、。，，。n　dy。、。f，h。　Ch正。，、。、1。。　F、．

　　　　　　　　　　　　　　総　　括　　　　　　　st　Seri・s（Ciba）havd　th・triazin・ring　and　high　light

トリアジ澱鮪し水羅の少、、C。。曝，β一モ，　fastness・B”t　these　hav°n°dyeing　P「°pe「ty　t°

ス，けオ職基嫡するナ。列瀬准有する染判、3種　vi”yi°n（P°ly”i”yl　sV・”theti’c　fibae「s　in　zapan）by　the

を鍼して染齢轍1．焔魍隠｝。e・　一＝　rンに対聴接　P「ese”ce°f　P°ly　sulf°nic　g「°ups　in　‘hei「c°nstit”’一

｛秘る醗肌た．今1絶と化戦馨造と磯融灘し　ti°n（high　s°1ubi！ity　in　wa　te”　we「e　unsuit”ble　t°

分灘染料で繍セリト。難1卿鉱り水灘の少い　vi”yl°n）・

基磁入すre　tとにより髄瀕女3帥斜が騒鵬　S°we　synt1磁ed　the　dyestu伽hic1ユhavc　the　t「三哺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　azin合　ring，　carboxyl　group　andγdcid（mono　　sulfonic
う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　group　i且naphthalene　ring　present　in蔑一pos1toh）and

　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thesc　groups　are　lowcr　solubility　in　water　than

　（1）・山木晃久，増尾窟：1⊃雄，粒1’脂力11工2・（1953）　　　　　di－or　poly－sulfonic　groups．　It　was　found　that　these

　（21H・E・Fierz－”David：」・S（，c・Dyers　and　Colouri－－　　　dyestuff　have　dyeing　prop　erty　to　vinylon．

　　　sts　53・　424，　（19337）・　　　　　　　　　　　　　　　　　（Labot’atory　of　Dyeing　chernistry，　Facu正ty　of－

（S）飯1：ll弘忠・工化，　S5・　2‘F（1952）・　　　T・・ti！・・nd　S。・i・“lt…，Shin・h・U・i・…ity）

　（d・）　　ノj、　　HII　良　　平　：　コニずヒ，　56，92　　（1953）．

　　㈲　1．T．　Jhurst‘，n；」．R．　Dudley；D．　W．Kaiser；

　　　」．Am．　Cbem．　Soc．；　73，　2981（19S1）．


